


















靖 はご，」ロる‘ JlI 
工 出ィιー 博 士
第 673 1 守Eコ
昭和 60 年 3 月 4 日

















第 4 章では，有限要素法による 3 次元弾性応力解析を行い，スタッドによる鋼板内の 3 次元的応力集
中状態あるいはせん断力の伝達機構などを明らかにした上で，スタッド付き鋼板の引張り疲労またはス
タッドの押し抜きせん断疲労に対して定量的な説明を与えている。



























(3) 有限要素法によるスタッド付き引張鋼板の 3 次元弾性応力解析を行って，スタッドによる応力集中
とせん断力の伝達機構を明らかにし，鋼板の引張り，またはスタッドの押し抜きせん断による疲労破
壊現象に適切な説明を与え得るいくつかの新しい知見を得ている。また，疲労亀裂発生位置近傍にお
ける相当応力に注目する乙とによって，桁試験と鋼板試験の 2 つの異なる試験方法による引張り・せ
ん断組み合わせ応力下の疲労に対して統一的な解釈を与えている。
(4) 床版と鋼桁閣の相対ずれを考慮した数値計算用プログラムを開発して，負モーメント域のずれ止め
配置による連続形式合成桁の弾塑性曲げ性状と耐荷力の変化を調べるとともに，断続合成形式と不完
全合成形式の比較を行い，前者の場合，合成と非合成の境界部における水平せん断力の集中に対する
補強のためのずれ止め配置について新しい提案を行っている。さらに， 2 径間連続の全域合成桁と断
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続合成桁の載荷試験を行って，上記数値計算法の妥当性を検証するとともに，断続合成桁耐荷力のせ
ん断補強の程度による相違を実験的に明らかにしている。
(5) 最後に，以上の一連の研究から，連続形式合成桁の負モーメント域のずれ止めの設計法についてよ
り合理的な改善案を示している。
以上のように，本論文は，道路橋用のプレストレスしない連続合成桁の疲労と床版ひびわれに影響す
る負モーメント領域のずれ止め用スタッドの配置について，定性的並びに定量的な考察を加え，従来か
ら不明確であったいくつかの間題を明らかにし，この種構造の設計に有益な知見を与えており，今後の
合成構造学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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